
主催 ： 淀川区在宅医療・介護連携相談支援室 東淀川区在宅医療・介護連携相談支援室
旭区在宅医療・介護連携相談支援室

共催 ： 淀川区在宅医療・介護連携推進会議ワーキンググループ会議

こぶしネット感染症対策･啓発WG

東淀川区 西田医院 院長

西田 佳史 先生

淀川区在宅医療・介護連携相談支援室 担当：久保田（くぼた）

☎070-1405-4770 ✉ yodomed-cs@beach.ocn.ne.jp

お問い合わせ ＆ 申し込みはこちらから

研修会前日にZoomにアクセスするためのURL(ID・パスコード）をお送り致します

Zoomを使用してのオンライン開催

淀川区・東淀川区・旭区合同Web研修会

14:00～15:30
（13時半～ 受付）

■Zoom初めての方、ぜひご参加ください！

ご参加申し込みをされた方には、もれなく

「ZOOMの使い方ガイド」をプレゼント！！

電話/メールでも使い方をお教えします(^^)

講 師

東淀川区在宅医療・介護連携相談支援室 担当：中畠（なかはた）

☎06-4862-6124 ✉ ohmashien@yahoo.co.jp

淀川区

東淀川区

旭区在宅医療・介護連携相談支援室 担当：金沢（かなざわ）

☎06-6955-0600 ✉ oas.med-sd@shirt.ocn.ne.jp
旭区

事前に、所属される区の担当へ、メールにて下記項目記入の上、お申し込みください

① 件名は「12月26日研修会」として下さい

② 参加者氏名と所属される事業所名

参加費
無料



【研修会の内容】
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こぶしネットさんが作られたイラスト入りの感染予防シート、また使わせて頂きます。わかりやすいので

本日は有難うございました

とても分かりやすい内容で理解しやすかったです。また、所内でも共有していきたい内容でした。今の流行のまま

コロナが拡大し続けない為にも、さらに自事業所から感染者を出さないために、スタッフ全員で標準予防策を徹底して

いきたいです。

新型コロナに関しては憶測や うわさが飛びかっており、「知識を持って正しくこわがる」ことが出来ていません
もっとこのような学習の機会をもちたいです

自職場以外の事業所の状態であったり、対策について知るいい機会になりました。また私が訪問する中で不安に

思っていたことについても、気を付けなければいけない事や対策等を知ることができたので、少しずつ実施しながら、

自分自身も周りの人も守れるような関わり方をしていきたいと思いました。

　★ご感想・要望★

とてもわかりやすい内容で勉強になりました。自分の対策次第で、濃厚接触者になるのか、ならないのか大きく

変わってくるため、人と接する時は、うつすかもしれない、うつるかもしれない という意識をしっかり持って、

相手にも感染対策に協力してもらうように声掛けしていきたいと思います。

西田先生のお話しがとても分かりやすく、また現場（在宅）に親身になって考え、活動されている姿勢に心強さを

感じました。（こぶしネットの活動含め）研修に参加出来てとても良かったです。

PCR陽性=感染有り　PCR陰性＝感染なし　ではない！という理由がよくわかりました。PCR検査の限界と、このことを

医療・介護の専門職だけでなく（ここも不十分な気がしますが）一般の方への浸透が大切なように思います。

コロナの感染率と死亡率の高さに改めて驚きました。

「破綻することが明らかな感染予防対策をさせるべきではない」という言葉印象に残りました。

西田先生のお話、大変分かり易く、今後すぐに院内で活用できそうな内容で勉強になりました。ありがとうございます。

アンケート結果 参加者 ： 36名
回答者 ： 20名

　　ZOOMの活用について 　今後もリモート方式の研修会があれば参加されますか

初めて
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【ZOOM研修について】
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本日はおつかれさまでした。入居者様をはじめ施設や職員をどう守っていくか、また小さな施設の為、自分が感染

して動きが取れなくなった場合、他の職員の負担を想像すると不安になりますが、今は出来る限りの対策と知識

を持って精いっぱいの予防と対応を行うしかありません。

先生のご講義、皆さまの質問や疑問、久保田さんの明るく気持ちの良い司会進行、村瀬さんの的確な見解等、

とても楽しい雰囲気の中で有意義に勉強させていただきました。

また研修会開催される時はぜひ教えて頂けると幸いです。

ご協力させて頂けることがありましたらいつでもご連絡下さい。

西田先生のお話わかりやすくて、とても参考になりました。有難う御座いました。

ヘルパーさんの介護現場での苦労されている点や工夫されている点等、生の声がもう少し聞きたかったです。

介護現場は正しい情報がなかなかあ入ってきません。特に小さな事業所程、少人数の職場程です。コロナ禍だから

こそ、一体的に捉えられるきっかけを、このような研修を機に顔に見える関係性を作ってほしいです。

受け入れ拒否などの場合の対策や、人材SOS機関など、全体でリスクを乗り越える方法も具体化して欲しいです。

とてもわかりやすく楽しく聞けました。現場では保健所の指示待ちという返答をよく聞きます。その前に出来る事、

判断に役立てていきます。

とても勉強になりました　ありがとうございます

研修ありがとうございました。介護現場で働いていると直接医師からお話を伺う機会は少ないので、貴重な時間

でした。

基礎知識はもちろん、施設や居宅事業所の貴重な声も聞かせていただき参考になりました。

何よりもご講演頂いた西田先生のお人柄や在宅医としての思いが伝わりました。

いろいろ学べてよかったです

ZOOMの研修は初めてだったんですが、とても分かりやすかったです。

今後もこの様な機会があれば、参加させて頂ければと思います。

初めてのZOOMでしたが、新鮮でした。今後も活用しながら研修を受けていきたいです。

ZOOMの使い方（活用の仕方）をもう少し教えてもらえたらと思いました。

ZOOM研修は何回も受講していますが、いつも講師の先生方、主催される方の労力が大きいと感じてます。

ありがとうございました。

最前線は訪問介護だと思っていますが、訪問介護事業所や従業員が一番PC環境・ネット技術ともに難しいと

感じています。そして居宅支援事業所も高齢女性が多く（私もです）、なかなかZOOM研修や会議が困難ですね。

ZOOMの使い方に慣れておらず、チャットの投稿も方法が分らず（後で教えてもらいました）発信できません

でしたが、今後は専門職間の情報共有、会議などでとても有効かつ不可欠のツールになっていくべきと思いました。

リモート方式は、どんどん参加・活用していきたいと思います。ありがとうございました。

ZOOM研修では、手元に資料が残らず、もう一度確認したいと思っても確認が記憶だけで曖昧になるため、

スライドetcの資料をいただきたいです。　本日はありがとうございました。

ZOOMの使い方というか、PCの設定がうまくいかなかったんで、途中音声がとだえてしまい、聞きとることが出来

ない場面がありました。事前に入室機会を設けてくれたので何とかなったと思いますが。

ZOOMお茶会（茶活会）とか、連絡会間でできたらなぁ・・・と思います。


